
　皆さんこんにちは。
　先週は忙しい週でした。長狭高定時制卒業式、亀田
医療大学卒業式及び鴨川ロータリー会長賞授与、館山
ロータリーにオルカ鴨川ＦＣ北本監督卓話の為、亀田
美穂会員とメイクアップと目まぐるしい週でした。

会　長　挨　拶
会長　倉　島　圭　子 　そして３月１１日は、東日本大震災から６年目でし

た。
　東日本大震災の日に生まれた小さな女の子のお話し
がありましたので紹介したいと思います。
　１１日、元気に６歳の誕生日を迎えた、福島県南相
馬市の星山琉菜（るな）ちゃんは今春、小学校に入学
する。「足し算を頑張る」と、真新しいピンクのラン
ドセルとともに新生活への期待に胸を膨らませている
そうです。
　自分で選んだという、ちょっぴり大きなランドセル
をお母さんに背負わせてもらうと、琉菜ちゃんに笑み
がこぼれ、お父さんの母校に入学することになりまし
た。
　平成２３年３月１１日、母の真弓さん（３６）は帝
王切開を控え、東京電力福島第１原発から約４キロに
ある病院の手術台にいた。そこに突然、震度６強の激
しい揺れ。看護師らは真弓さんの身を守ろうと覆いか
ぶさってくれ、余震が続く中「大丈夫だから」と励ま
され、４時間後、無事に琉菜ちゃんが産声を上げた。
　しかし、第１原発の状況は刻一刻と悪化。翌１２日
には夫、晃一さん（３９）と３人で手配されたバスに
乗り込んで、飲ませるものもなく、泣きじゃくる琉菜
ちゃんを「生かしてあげたい」という一心で抱きしめ
続けたそうです。　　　　　　　　次ページへ続く

　たどり着いた病院には産科がなく、救急車で福島市
の病院に向かうことに。道路は避難の車で大渋滞して
いたが、整然と道を開けてくれ、「みんな大変だった
のに、申し訳なさと感謝でいっぱいになりました」
　それから県内の避難先を転々とし、２５年８月に南
相馬市にあるお父さんの実家に落ち着きました。最近
はお母さんに「生まれた日に何があったの」「おうち
はどうしたの」と聞いてくるようになったそうです。
　第１原発から約５キロの富岡町の自宅は、放射線量
が高い帰還困難区域内。琉菜ちゃんのために準備した
ベビーベッドやぬいぐるみは、使われないままそこに

眠っている。
　もう少し大きくなったら、震災や原発事故の悲惨さ
をありのまま話すつもりだ。娘の命をつなぐためにた
くさんの人の助けがあったことも、ちゃんと教えたい
と思っている。
　名前には別の候補もあったが、ラテン語で月を意味
する「ルナ」を選んだ。「原発事故や震災で暗くなっ
た世の中が良い方向へ向かう、希望の光になってほし
い」との願いが込められている。
　まだまだ復興途中ですが、少しでも早く被災地の方
が元気になるようにお祈りしたいと思います。
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いたが、整然と道を開けてくれ、「みんな大変だった
のに、申し訳なさと感謝でいっぱいになりました」
　それから県内の避難先を転々とし、２５年８月に南
相馬市にあるお父さんの実家に落ち着きました。最近
はお母さんに「生まれた日に何があったの」「おうち
はどうしたの」と聞いてくるようになったそうです。
　第１原発から約５キロの富岡町の自宅は、放射線量
が高い帰還困難区域内。琉菜ちゃんのために準備した
ベビーベッドやぬいぐるみは、使われないままそこに

眠っている。
　もう少し大きくなったら、震災や原発事故の悲惨さ
をありのまま話すつもりだ。娘の命をつなぐためにた
くさんの人の助けがあったことも、ちゃんと教えたい
と思っている。
　名前には別の候補もあったが、ラテン語で月を意味
する「ルナ」を選んだ。「原発事故や震災で暗くなっ
た世の中が良い方向へ向かう、希望の光になってほし
い」との願いが込められている。
　まだまだ復興途中ですが、少しでも早く被災地の方
が元気になるようにお祈りしたいと思います。
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＊理事会報告

４月の予定

　♦ 月間目標：母子の健康月間

　　　　 　　　地区協議会　４月２２日（土）

　　　５日　花見例会

　　１１日　PETS 報告

　　１８日　クラブフォーラム

　　２５日　家族バーベキュー

《議題》
　案件１　花見例会の場所（東洋さん？）
　　結論１
　案件２　PETS報告　会長エレクト
　　結論２
　案件３　　クラブフォーラム　各委員会より次年度活動方針の発表（各委員へお願い）
　　結論３
　案件４　家族バーベキュー　実施するか否か？場所は？予算は？
　　結論４
　案件５　ロータリー杯女子サッカーの補助金について
　　結論５
　案件６　３月２１日と４月１１日シーワールドホテル使用不可
　　結論６

　その他

▶東洋にて末吉会員の米寿祝いを兼ねる

▶案件２のとおり

▶会員卓話に変更　　岸　辰 也 会員

▶オルカ鴨川ＦＣ応援例会とする。４月２３日（土）１３時３０分集合　鴨川陸上競技場

▶今月いっぱいにて申請

▶３月２１日は江見小学校にて出前教室を予定。例会も江見小学校にて開催１２：００点鐘
　 駐車場は備蓄倉庫前。４月１１日の会場は未定

・「ホームページの外部委託について」議案としてあがり今後も検討し次年度から実施する方向
・３月２８日会員卓話　岸会員から三平会員へ変更　ライラ参加２人の卓話、都合つかなけ
　 れば三平会員
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＊クラブフォーラム

１．ロータリー米山記念奨学会とは
　　　公益財団法人ロータリー米山記念奨学会は、勉

学、研究のため、日本に在留している私費外国
人留学生に対して、ロータリアンからの寄付金
を財源として、奨学生金を支援している民間最
大の奨学団体です。
※その起こりは、１９５２年日本で最初にロー
タリークラブを創立した米山梅吉翁の功績を
記念して東京ロータリークラブが米山奨学制
度を創設した。

※米山梅吉…静岡県長泉町出身、勝海舟に師事、
三井信託銀行を創設、資材を投げ打って社会、
医療、教育関係に尽力、出身地に「米山梅吉
記念館」裏側に墓。

２．民間最大の奨学事業団体
・年間奨学生全国で７２０人程度
・事業費は、１２億円（見返りなし）
　これまでに、１８,０００人の奨学生
・出身国は、世界１２３か国

３．他の団体にない特色
①世話クラブ
月に１回の例会出席・奨学金の受け取り・国
際交流相互理解

②カウンセラー制度
世話クラブとカウンセラーが連携して奨学生
をケア、日本のお父さん・お母さん役

４．寄付金だけで成り立つ→
　　　　　　　　　　　奨学金以外に支出しない
・●　区
これまで凡そ　１７億円
今　期　　４,２００万円

・鴨川ＲＣ
これまで凡そ　１千万円
今　期　　　２６８千円

《 ロータリー米山記念奨学会について 》
国際ロータリー第 2790 地区　　　　　　　　　
米山記念奨学委員会　委員　古　市　一　雄　

５、奨学金の種類
①学部課程奨学金
月１０万円
・指定校　最長２年間
②修士、博士課程奨学金
月１４万円
・指定校　大学院修士、博士課程
③その他、海外からの直接応募の制度

６．第２７９０地区の現状
２０１６学年度
　　２６名（１年間２０名・２年間６名）
２０１７学年度
　　２５名（１年間１９名・２年間６名）
　　指定校から４１名の応募
　　課題９月入学生問題

７．委員、奨学生の主な年間スケジュール
　４月　オリエンテーション
　６月　卓話研修
　７月　次年度大学説明会
　９月～１１月頃
　　　　奨学生卓話
１０月　米山梅吉記念館研修旅行
　１月　新規奨学生面接会
　３月　奨学生修了式

[３]



＊出席報告　　出席免除会員 …… 3 名

例 会 日 会 員 総 数 出 席 Ｍ ．Ｕ 出席率 (％)
3　月　 　7日 32 22 4 81.25%
3　月　 14日 32 20 6 86.67%

＊ニコニコボックス

氏　　　名 メ ッ セ ー ジ 氏　　　名 メ ッ セ ー ジ
倉 島 圭 子 配偶者誕生祝お礼

脇 坂 保 雄 2月配偶者誕生祝お礼

小　高　由加里 ベトナム社員旅行・配偶者誕生祝お礼

１．ＲＩより青少年保護の手引きが届いております。
２．先週の理事会の議事録ができております。
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くさんの人の助けがあったことも、ちゃんと教えたい
と思っている。
　名前には別の候補もあったが、ラテン語で月を意味
する「ルナ」を選んだ。「原発事故や震災で暗くなっ
た世の中が良い方向へ向かう、希望の光になってほし
い」との願いが込められている。
　まだまだ復興途中ですが、少しでも早く被災地の方
が元気になるようにお祈りしたいと思います。

＊委員会報告

《会員配偶者誕生祝》
　　　３月　３日　仲村冨美子 会員　夫君 :文　男 様　・　　７日　倉 島 圭 子 会員　夫君 :和　広 様
　　　　　　８日　小高由加里 会員　夫君 :志年司 様　・　１２日　羽 鳥 鋭 一 会員　妻女 :哉　絵 様

▶親睦委員会 …  岸 　　辰　也  会 員
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